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	応用
	抗原情報
	背景
	PRKDC遺伝子は、核DNA依存性セリン／スレオニンプロテインキナーゼ（DNA-PK）の触媒サブユニットをコードします。第二の構成要素は自己免疫抗原Ku（MIM 152690）で、22番染色体q上のG22P1遺伝子によってコードされています。DNA-PKの触媒サブユニットは単独では不活性であり、G22P1構成要素を介してDNAに誘導され、キナーゼ活性を誘導します。PRKDCは、その触媒特性を発現するためにDNAに結合する必要があります。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	DNAPKcs 抗体を使用した Hela および K562 溶解物中の DNAPKcs のウェスタン ブロット分析。
	

	DNAPKcs抗体を用いたHela中のDNA PKcs（6D1）の免疫細胞化学分析。
	

	DNAPKcs抗体を使用したHela溶解物中のDNA PKcs（6D1）の免疫沈降分析。
	

	DNAPKcs 抗体を使用したパラフィン包埋乳がんの免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	DNAPKcs 抗体を使用した、Hela、Molt4、A549、および HCT116 溶解物中の DNAPKcs のウエスタン ブロット分析。

